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位の沖縄本島南部の

合ヨｰド水溶性ガｰス鉱床

琉球政府は私ども講師団の指導担助言に基づき亀

し花

厩層灘の基底砂1礫岩層(下層)を除く上位の諸ガス層

(上層灘)ぽ関する天然ガス鉱床学的ならびにガス層工

学的性質を企業化に適した輝度区間内に粘いて把握し

あわせて既存のい黛考試験井の下り傾斜方向における

上層灘付近の層準の地質学的ならびに天然ガス鉱床学的

変化の煩肉を明らかにし既存の試験井の成果と合わせ

て沖綴本島南部ガス田における水溶性ガス鉱床の試掘

1開発計繭策定の基礎を確立するため第6次調査の重

点項属として3号試験井ぽよる各種の調査を計画｡実

施しこのほどその成果の大要が明らかになった､

このような諾目的を達成しかつ成功した場合ぽ開発

に移行しやすいところを選んで欲しいあいう現地の朝野

の要望にも応克るためこれまでの地表地質調査坑井

地質調査および璽カ探壷の結果から3号試験弗の位置

すん謹

は糸満町北部の潮乎の海岸よりの地点(東経工炉〃29"

錨うの

北緯炉8戸遂γメ)に選定された古ζの地点は那覇市奥武

{の笈考試験井の南微酉抽よそ6㎞のところに位置する.

周騒は荒地に近い砂糖きび畑で坑Pから海蜂蜜では90

㎜ほどしがなく排水の便もきわめてよく水溶性ガス

の試験井の現場条件としてこれ以上のとこるは考えら

れない.

鶏餐次沖縄天然努黒調査講踊団

3号試験弗の深度40臓あた1)､五回の澄ア掘りを伴う掘

さく作業は3凋3買の掘進開始後順調に進み遂月15

目深度夏,O王0.夏晦をもって掘止めとした.腸管検尺

後4別蝸紀は講師剛はる270鰍以深の物理検層

か行なわれその結果悠基づいて直ちに仕上げに着手

し4月25日これも無壌完了した.掘さく1仕上げ

に使用した試錐機はおよそ半額の日本政府の経済援助

を受けて琉球政府が購入した㈱利根ボｰリング製TXL一

亙B型機で鋤る｡

3号試験井の坑井地質は深度260皿までの与郡原層

とそれ以深の那覇層とに2大別され篇｡最上部しか

地表では見られない那覇層は五～3号試験井の流井地

質から総含的に判断すると上位からN互～王3わ13部

属紀分けられる｡本属の全層厚は粘よそ600～亙茗000m

であ乱一般的1籔吹は本属を構成する夏3部属のう

ち奇数番号の7部属は砂質岩層であり偶数番号の6

部属は泥質岩層である｡またN1部層は地表の小禄

砂岩でありN工3部属はいわば島尻層灘の基底砂1礫岩

(下層)である.2号試験井の自噴をもたらしたのは

このN13部属である｡

3号試験井では以上の那覇層の王3部属のうちN

夏～呈肋緒部層が見られるが深度94独付近の正断層

を境としてMo部摺淡N工2部属に接しておりN!工部層

写真夏琉球政府策然餅郊暑識麟隷約鰯慈く鶏

鑑(櫓絃深度夏呈尋⑪0鰍艦の勇然減幻宰の

仕上げ1こ耐えるよう1ζ鯉幟諭されてい

る)
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が欠けているものと思われる.コアの地化学試験およ

び電気検層g結果から本試験井において飽和ないし

過飽和のガスをもつ砂質岩層はN3部層以下のそれ&判

断されたのでN3部層以下の砂質岩層に対して孔明

管をセットした.ちなみにN3部属の上限深度ほ

473.O皿でありまたN9部属の下限深度は850.O㎜で

ある.漢だ竃考試験燕では1鮎んど泥質岩層想けか

らなっているN警部層は3号試験井では上1不の小

部分を除いて含妙薬騎%⑳砂･潟砦の互層鳶帖旗ゆて

いるのでこの部分熔対しても孔明管をセ㌶トし犯､

孔明管を池ットし花部分⑳全宥劾層厚は工98｡晦で揚る苗

〃竈"仕上げの3号試験弗膝幻いて行校っ怒産出識験

の結果のうちおもなものほ次に列挙するとおりであ

る｡
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5)産出水の水温

1)ガス量

水盤

産出ガス水比

産閑指数(P工)

比産出指数(SP工)

浸透率

760N㎜薯/8ay

480長1/昼ay
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135k1/d奴くsc

⑰.68k1/day/ksc/n一
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2)上記のうち比産出指数および浸透率は有効薦厚を王鑓.餐

獅として算出したものであるが地層水秘実際紀動いてい

ると判断さ扱る深度?0蔓.O撒(㌶5部属の基底)までの有

効層摩を操用するとそれぞれ0.90Wd敏伽｡和および

53猟dとなる｡

3)坑底試料採取器によって静止時に測定された深度別のガ

ス水比は計算ガス水比をO.06列,28土まわっている､

4)付随水のC1■王…および駄岨(狛技官分析)

37.1℃(5月5目)
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発熱量はおよ瀞珪螂玉搬三郷鮒舵算熾蜜れる.

箪真3薯景隷験鉾幻就抄糟と水盤諦測装置

(泳働棚鏑ノタヂ土方の水盤計に

よりて変等⑳小麦萎内で葦…1肴已記録され

た)

以企のなかでとく終璽要な慧おは麓贈激派水比が

工｡跳もあることである.計量方法から実際の値はこ

の80～§O%とするのが安全であるがこれを85%として

もガ汲水比は工｡3遂も彫る､これに対して地層水が

実際紀動いているを判断されるN3部属および村§部属

の3暑試験井の条件下での計算ガス水比はそれぞれ

王｡00および王｡O§である｡上層灘のよ資な互層型のガス

層においては過飽和の場合はは水位の低下1はるガ

ス水比の上昇カ蔓早く現われるので過飽和かどうかの判

定は'産出挙動の推移を予測する上に書わめて重要な

要素となるので慎重にやらなければならないか3号

試験井ぽおげるN31N§の両部層が過飽和であることは

まず間遠いないをころであろう山これ紀次いで重要な

ことは付随水の亙一がきわめて多いことである｡夏㎜が

多劃こ含漢れているので有名な九十九星労ス閏の付随水

の夏目の平均値は夏03.3mg/玉であって3号試験井の産

出水軸よび坑内水のI■はζれに次ぐ値を示てしいる山

しかも今回得られた資料から総合的に判断すると産

出水め夏㎜を当初から轟｡～轟腕蜜/至

珪_自､&することは提して国難ではない簑

以上に述べることから沖縄本

鶴繭部の奮饗一津水溶篠嚇災鉱

麟1は千葉県の九十九塁ガス岡に

次ぐすなわぢ徴界第簑位の規模

と優秀性をもっているということ

かで慈葛｡しかもここには温

娘を副産物とする優秀なガス層で

駈る下層もありかつ上層灘為

よび下層⑳爾春とも嘗璽断属を

ご尭で帯部にも広く分布している

と屍ら拘るので開発1利用の方

策さえ誤凄らなければ地下資源

から兇花沖縄の将来は凄きに洋

冷たるものがあるといわなければ

ならない･(文責福岡理)

写真違壽勢識駿鉾の戴猟鰯十測裟賢(禽寵

記録に切鍛炎薦餓の暫定的なもので

あ篭)�


